
2026

６
No 710

まなざしはブロックへ
新１年生の放課後子ども教室



新
冠
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
つ
い
て

８年度職員数
8.4.1現在

 ３人

 96 人

 23 人

 ２人

 ２人

 ０人

 ０人

 22 人

22 人

170 人

８年度当初
人事異動

－

　22 人

▲ 20 人

－

－

▲１人

▲１人

－

－

－

令和８年度

うち再任用

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

採用者数

－

５人

１人

－

－

－

－

－

－

６人

うち定年退職

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

７年度中

退職者数

２人

２人

３人

－

－

－

－

－

５人

12 人

７年度中
人事異動

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

７年度中
採用者数

３人

１人

１人

－

－

－

－

－

－

５人

令和７年度職員数

うち新規採用

－

５人

２人

－

－

－

－

１人

１人

９人

7.4.1現在 

２人

70 人

44 人

２人

２人

１人

１人

22 人

27 人

171 人

区　　分

特 別 職

町 長 部 局

教育委員会

議会事務局

農業委員会

簡易水道会計

下水道会計

介護サービス会計

診療所会計

合　　計

年齢別職員構成の状況（令和８年４月１日現在）

60歳以上

12人

55歳以上
60歳未満

22人

50歳以上
55歳未満

29人

45歳以上
50歳未満

31人

40歳以上
45歳未満

17人

35歳以上
40歳未満

25人

30歳以上
35歳未満

15人

25歳以上
30歳未満

10人

20歳以上
25歳未満

８人

20歳未満

１人

年齢構成

職 員 数

一人当たり給与費

（Ｂ /Ａ）

6,456千円

給　　与　　費

計（Ｂ）

994,262千円

寒冷地手当

14,187千円

期末・勤勉手当

256,294千円

職員手当

103,806千円

給　料

619,975千円

職員数（Ａ）

154人

８時 30分～ 17時 15分

12時 00分～ 13時 00分

始業・終業時刻

休憩時間

降　任

１人

休　職

２人

免　職

－

処分の種類

人　数

戒　告

－

減　給

－

停　職

－

免　職

－

処分の種類

人　数

年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、

介護休暇、組合休暇

年間20日を付与

（前年残日数を繰越し、年40日を限度）

令和７年平均使用日数　 12.6日／人

休暇の種類

有給休暇付与日数
介護休暇

－

－

育児部分休業

－

１人

育児休業

２人

５人

区　分

男性職員

女性職員

参加人数

８人

１人

４人

－

－

－

９人

８人

内　容

新規採用職員として必要な基礎知識の取得

採用２年目職員として必要な知識の取得

採用５年目職員として資質の向上を図る

自治政策課題に関する高度な専門研修

実践的かつ高度な専門知識の取得

実践的かつ高度な専門知識の取得

実践的かつ高度な専門知識の取得

法務基礎・応用研修など

研　修　名

　職員基礎研修（日高町村会）

　初級研修（胆振・日高町村会）

　中級研修（胆振・日高町村会）

　市町村アカデミー研修

　自治大学校研修

　北海道派遣研修

　北海道市町村職員研修センター研修

　その他研修（町村会など）

内　　容

　　　　期末手当　 　勤勉手当

６月期　1.250 月　　 1.050 月

12月期　1.275 月　　 1.075 月

　計　　 2.525 月　　 2.125 月

職制上の段階、職務の級による役職加算

（５～ 15％）あり

管理職が休日及び平日深夜に勤務した場合に支給

○休日　　　１日につき 6,000 円

○平日深夜　１日につき 3,000 円

※６時間以上の勤務をした場合、3,000円加算

○著しく危険、不健康、その他特殊な勤務につ

いたときに支給

・夜間看護手当

　１回の勤務時間に応じ 2,150 円～ 7,300 円

・Ｘ線手当　１日 230円

○正規の勤務時間を超えて勤務することを命ぜ

られた職員に支給

○宿直勤務、日直勤務を命ぜられた職員に支給

・医　師　１回につき 22,500 円

・その他　１回につき  7,050 円以下

手　当　名

期末手当

勤勉手当

（６・12月支給）

管　 理　 職

特殊勤務手当

（勤務実績）

特殊勤務手当

（勤務実績）

時間外勤務手当

（勤務実績）

宿日直手当

（勤務実績）

内　　容

○配偶者　月額 3,000 円

○扶養親族（配偶者および子を除く）

　１人につき　月額 6,500 円

○扶養親族（子どもに限る）

　１人につき　月額 11,500 円

※満16～ 22歳の子ども一人当たり5,000円加算

○借家の場合、家賃に応じて月額 28,000 円を限

度に支給（月額 16,000 円を超える者に限る）

○交通機関などを利用する場合、運賃に応じ月額

55,000円を限度に支給

○自家用車を利用する場合、通勤距離に応じて月額

2,000円～38,700円の範囲で支給

（いずれも片道２km以上の者に限る）

○管理又は監督の地位にある職員に支給

　課長相当職（６級）　　　51,900 円

　　　〃　　 （５級）　　　49,600 円

　総括主幹相当職（５級）　34,700 円

　　　　〃　　　 （４級）　32,400 円

○寒冷地に在勤し、常時勤務に服する職員に支

給される手当で扶養親族の人数に応じて支給

　支給額（年額）48,000 円～ 125,500 円

手　当　名

扶養手当

（毎月支給）

住居手当

（毎月支給）

通勤手当

（毎月支給）

管理職手当

（毎月支給）

寒冷地手当

（11～３月支給）

一般行政職（令和７年４月１日現在）

平均年齢

44.5歳

41.9歳

42.4歳

平均給与月額

   380,697円

   414,480円

   371,498円

平均給料月額

   338,667円

   332,237円

   327,900円

区　分

新冠町

国

北海道

一般行政職（令和７年４月１日現在）

30年以上
35年未満

394,840円

397,500円

387,473円

20年以上
25年未満

333,233円

324,100円

319,750円

10年以上
15年未満

288,567円

初任給

220,000円

204,400円

188,000円

区　分

大学卒

短大卒

高校卒

1　職員の任免及び職員数に関する状況

２　給与費の状況

３　職員の勤務時間その他勤務条件の状況

５　職員の研修状況

４　職員の分限及び懲戒処分の状況

（１）給与支払額（令和７年度決算見込み）

（１）勤務時間

（１）分限処分 （２）懲戒処分

（３）休　暇

（２）育児休業及び介護休暇の所得状況（令和７年度）

（４）職員手当の状況（令和７年度）

（２）職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢 （３）職員の初任給と経験年数別・学歴別平均給料月額

※特別職、医師、育児休業職員、中途採用者、中途退職者などを除く

期末手当

６月期　1.60月

12月期　1.75月

　計　　3.35月

月　額

720,000円

600,000円

560,000円

職　名

町　長

副町長

教育長

期末手当

６月期　1.0月

12月期　2.0月

　計　　3.0月

月　額

280,000円

230,000円

210,000円

210,000円

205,000円

職　名

議　長

副議長

常任委員長

議会運営委員長

議　　員

（５）特別職の報酬などの状況

●
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ
総
務
係
（
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
１
）

　新冠町人事行政の運営等の状況の公表に関

する条例に基づき、令和７年度人事行政の運

営等の状況を公表します。

　令和８年４月１日現在の職員数は１７０名

で、令和７年４月１日現在の１７１名から１

名の減です。増減の内訳については、令和７

年度中採用者５名と令和８年度新規採用６名

の計 11 名の増に対し、令和７年度中の退職者

により 12 名が減となっています。

　給与については、民間企業の給与水準を適

正に反映させている国家公務員の給与に準じ、

議会の審議を経て条例により決定しています。

　なお、令和７年度の一般行政職の給与水準

（ラスパイレス指数）は国家公務員を 100 とす

ると新冠町職員は 95.8 となっています。

P2  広報にいかっぷ　2026.6 広報にいかっぷ　2026.6 P1



ま ち の

話 題
あ れ こ れ

　

日
高
中
部
消
防
組
合
消
防
署
新
冠
支
署
は
４
月
、
消

防
職
員
６
名
を
採
用
し
ま
し
た
。
日
高
自
動
車
道
の
延

伸
や
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
日
高
徳
洲
会
病
院
の
移

転
に
伴
い
、
救
急
出
動
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
へ

の
対
応
で
す
。

　

採
用
さ
れ
た
６
名
は
経
歴
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
消
防
経

験
者
も
２
名
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
消
火
や
救

急
機
器
の
取
り
扱
い
、
出
動
先
で
行
う
ロ
ー
プ
結
索
な

ど
、
消
防
職
員
と
し
て
の
基
本
動
作
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

４
月
６
日
、
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
に
合
わ
せ
、
レ
・
コ
ー

ド
館
前
の
国
道
で
交
通
安
全

街
頭
啓
発
活
動
「
人
の
波
作
戦
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
推
進
委
員
会
を
中

心
に
町
内
の
関
係
団
体
か
ら
約

１
４
０
人
が
参
加
し
、「
み
ん
な

で
守
ろ
う
交
通
ル
ー
ル
」
な
ど

の
横
断
幕
や
「
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ

ン
」「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
」
の

啓
発
旗
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

人
の
波
作
戦
で

交
通
安
全
を
啓
発

救
急
出
動
増
加
を
見
据
え

消
防
職
員
６
名
を
採
用

　

４
月
21
日
、
新
冠
町
商
工
会

青
年
部
が
、
認
定
こ
ど
も
園
ド
・

レ
・
ミ
の
敷
地
に
鯉
の
ぼ
り
を
飾

り
付
け
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み

は
毎
年
恒
例
で
、
青
年
部
が
中
心

と
な
っ
て
続
け
て
い
ま
す
。
当
初

は
20
日
に
予
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
津
波
警
報
の
発
表
に
伴
い
日

程
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
商
工
会
青
年
部
員

ら
が
協
力
し
て
鯉
の
ぼ
り
を
掲

げ
、
園
庭
を
彩
る
そ
の
姿
が
春

の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

商
工
会
青
年
部
が
飾
り
付
け

園
庭
を
彩
る
鯉
の
ぼ
り

ヒ
グ
マ
を
正
し
く
知
る

生
涯
学
習
講
座
に
40
人
参
加

　

４
月
25
日
、
教
育
委
員
会
は
レ
・
コ
ー
ド

館
で
生
涯
学
習
講
座
「
ヒ
グ
マ
を
知
る
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
、
日
高
振
興
局

環
境
生
活
課
の
林
正
敏
係
長
を
招
き
、
ヒ
グ

マ
の
生
態
や
遭
遇
を
避
け
る
た
め
の
注
意
点

な
ど
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
「
ヒ
グ
マ
に
つ
い
て
知
り
、
正

し
く
怖
が
る
こ
と
が
重
要
」
と
し
た
う
え

で
、
目
撃
が
朝
夕
に
多
い
こ
と
や
、
山
に

入
る
際
は
単
独
行
動
を
避
け
る
こ
と
な
ど
、

具
体
的
な
注
意
点
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
ヒ
グ
マ
の
毛
皮
な
ど
の
展
示

も
行
わ
れ
、
講
演
後
に
は
参
加
者
が
実
物
に

触
れ
な
が
ら
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

町
は
４
月
23
日
、「
マ
イ
タ
ウ

ン
ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー
ン
運
動
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
運
動

は
、
地
域
環
境
の
美
化
を
目
的

に
平
成
14
年
か
ら
役
場
職
員
を

中
心
に
行
っ
て
お
り
、
今
年
は

新
冠
町
農
業
協
同
組
合
と
新
冠

町
商
工
会
青
年
部
の
協
力
を
得

て
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
約
60
人
が
参
加
し
、
左

岸
道
路
脇
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
を

回
収
し
た
結
果
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
２

台
分
の
ご
み
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ポ
イ
捨
て
ご
み
を
回
収

ク
リ
ー
ン
運
動
に
60
人
参
加

Ａ
Ｉ
活
用
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

実
証
か
ら
本
格
運
行
へ

　

町
は
５
月
１
日
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド

バ
ス
「
メ
ロ
デ
ィ
ー
号
」
の
本
格
運
行
開
始
に
合
わ
せ
、

役
場
駐
車
場
で
出
発
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
バ
ス
は
Ａ
Ｉ
配

車
シ
ス
テ
ム
を
採
用

し
、
乗
合
ル
ー
ト
を

最
適
化
す
る
こ
と
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
課
題
解
消
と
利
便

性
向
上
を
目
的
に
昨

年
10
月
か
ら
実
証
運

行
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
利
用
者
の
声

を
踏
ま
え
て
見
直
し
、

本
格
運
行
に
移
行
し

た
も
の
で
す
。

　

式
で
は
町
長
あ
い

さ
つ
の
後
、
関
係
者

が
見
守
る
中
、
運
行

車
両
が
出
発
し
ま
し

た
。
通
院
や
買
い
物

な
ど
日
常
の
移
動
手

段
と
し
て
、
利
用
拡

大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

４
月
８
日
、
川
崎
競
馬
場
で

行
わ
れ
た
第
75
回
川
崎
記
念
（
Ｊ

ｐ
ｎ
Ⅰ
・
ダ
ー
ト
２
１
０
０
ｍ
）

で
、
字
美
宇
の
株
式
会
社
ノ
ー
ス

ヒ
ル
ズ
で
生
産
さ
れ
た
カ
ゼ
ノ

ラ
ン
ナ
ー
号
が
、
力
強
い
走
り
で

逃
げ
切
り
、
優
勝
し
ま
し
た
。

　

福
田
洋
志
代
表
取
締
役
社
長

は
「
牧
場
開
設
期
に
い
た
馬
の

子
孫
で
大
き
な
レ
ー
ス
を
勝
つ

こ
と
が
で
き
、
感
慨
深
い
も
の

が
あ
り
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し

ま
し
た
。

カ
ゼ
ノ
ラ
ン
ナ
ー
号

地
方
Ｇ
Ⅰ
制
覇

　

４
月
20
日
、
役
場
会
議
室
で
町

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
に
対

し
、
山
本
町
長
か
ら
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。
委
嘱
は
48
人
に

行
わ
れ
、
こ
の
う
ち
ヒ
グ
マ
被
害

対
策
実
施
隊
員
は
21
人
で
す
。

　

委
嘱
状
交
付
後
、
山
本
町
長

は
「
町
民
を
鳥
獣
被
害
か
ら
守

る
に
は
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可

欠
で
す
。
普
段
の
仕
事
の
傍
ら

活
動
し
て
い
た
だ
き
、
感
謝
し

て
い
ま
す
」
と
述
べ
、
協
力
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
に
委
嘱

48
人
が
地
域
の
安
全
を
担
う

　

町
民
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て

い
る
放
課
後
子
ど
も
教
室
で
は
、

４
月
14
日
か
ら
新
１
年
生
の
受

け
入
れ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
放
課
後
子
ど
も
教

室
の
担
当
職
員
と
子
ど
も
た
ち

を
見
守
る
安
全
管
理
委
員
を
紹

介
し
、
教
室
の
ル
ー
ル
を
説
明

し
ま
し
た
。

　

最
初
は
緊
張
し
て
い
た
１
年

生
も
い
ま
し
た
が
次
第
に
慣
れ
、

学
年
の
垣
根
を
越
え
て
楽
し
そ

う
に
遊
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

新
冠
町
放
課
後
子
ど
も
教
室

新
１
年
生
の
受
け
入
れ
を
開
始

　

採
用
職
員
の

一
人
で
消
防
経

験
の
あ
る
佐
藤

洸
希
さ
ん
は
、

「
こ
れ
ま
で
の

消
防
経
験
を
生

か
し
、
一
日
で

も
早
く
新
冠
町

民
に
信
頼
さ
れ

る
消
防
職
員
に

な
り
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

消
防
経
験
の

あ
る
２
名
は
５

月
か
ら
現
場
に

出
動
し
て
い
ま

す
。
残
る
４
名

も
消
防
学
校
で

の
研
修
を
経
て

現
場
で
活
躍
す

る
予
定
で
す
。

左から姥谷謙太さん、佐藤洸希さん、山本翼さん、山田雅衣さん、大村義直さん、木椋風汰さん
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ご寄附ありがとうございました。（敬称略）

●老人ホーム「恵寿荘」で役立ててと

☆小泉　俊治	 （50,000 円）

☆木村　千鶴子	 （古布４袋）

☆佐藤　順子	 （タオル類２袋）

☆匿　名	 （古布２袋）

☆ボランティアグループあゆみ
	 （カット布 21 束）

新冠町社会福祉協議会へ

●香典返しに代えて

☆早川　憲吾	 （30,000 円）

☆盛川　貞子	 （30,000 円）

●福祉事業に役立ててと

☆山本　恒久	 （古布４袋）

☆深井　就子	 （古布１袋）

☆匿　名	 （古切手１袋）

☆匿　名	 （古布１袋）

☆匿　名	 （古布１袋）

健 康 カ レ ン ダ ー
（お問い合わせ先：保健福祉課　☎ 0146・47・2113）

月　日 時　間 事業名 場　所

６

月

10 日（水） 10：00～11：30
母親学級キレイ☆ママパパ
る～む　～育児編～

保健センター15 日（月） 15：00～16：30 フッ素塗布

23 日（火）
受付 10：00～
受付 13：00～

4・7・12 ヶ月児健康診査
1歳6ヶ月・3歳児健康診査

24 日（水） 19：00～20：30 からだリセット講座
レ・コード館

７
月

１日（水） 19：00～20：30 からだリセット講座

　町では、ごみの減量および資源の有効利用を促進す

ることを目的として、リサイクル活動を行う町内の団

体に、収集量などに応じて奨励金を交付しています。

　近年は、団体の活動休止によりリサイクル活動が減

少傾向にあることから、団体やサークル活動の事業に

リサイクル活動を盛込んでいただければ幸いです。

〇対象品目および奨励金

　町からの奨励金は、次の（１）と（２）の合計額

となりますが、この他、指定業者へ売り渡した金額

が交付されます。

（１）収集量に応じた奨励金

　　（注）�段ボール、紙パックについては対象品目で
はありません。また、ビールケースは指定業
者で売り渡せますが、町奨励金の対象ではあ
りません。

（２）資源回収日の売り渡し金額に応じた奨励金

指定業者への売り渡した金額 町奨励金（２）

　５千円未満 １，０００円

　５千円以上１万円未満 １，５００円

　１万円以上２万円未満 ２，５００円

　２万円以上 ３，０００円

〇指定業者への売り渡し方法

　町が指定する業者へ事前連絡し、搬入または集積

し指定業者へ引渡すこととなります。

【町指定業者】

・有限会社クリアー新冠

　新冠町字節婦町 253番地の１ ☎ 0146・47・2164

・有限会社杉田産業

　新冠町字北星町８番地の 50　☎ 0146・47・3061

〇その他

　新規に活動を行う団体は、登録が必要となります

ので、事前に町担当係までご連絡をお願いします。

●問い合わせ先

　町民生活課町民生活グループ環境衛生係
　　　　　　　　　　  ☎ 0146・47・2112

リサイクル活動をする団体への奨励金制度のご案内

区　分 品　　目 町奨励金（１）

紙　類 新聞紙、雑誌 　　３円 /㎏

瓶　類 ビール瓶、一升瓶 ３円以内 /本

金属類 アルミ缶 　　10 円 / ㎏

スチール缶 　　３円 /㎏

その他 ビールケース 奨励金対象外

　農業者年金受給権者の皆さまは、農業者年金基金から届きまし

た「現況届」につきまして、氏名などの必要事項を記入し、６月

30 日までに農業委員会へ提出してください。

　現況届の提出がないときは、11 月の支払いから現況届が提出さ

れるまでの間、年金の支払いが差し止められてしまいますので、

ご注意願います。

●問い合わせ先 :農業委員会　☎ 0146・47・2472

役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information －

　　　　　　
　静内保健所では、専門窓口の開設のほか、感染症検査を行っています。事前に予約が必要となりますが、

無料で相談、検査できますので、お気軽にお問い合わせください。（相談・検査日は変更になる場合があります。）

静内保健所の各種専門相談窓口と感染症検査のご案内

【女性の健康相談】

○内容

　女性特有の健康上の悩みについて、ご相談に応じます。

○相談例

　妊娠・出産・子育て、思春期の性、望まない妊娠、

性感染症、更年期症状など。

○日時

　原則毎月第４水曜日　13 時 30 分～ 15 時 30 分

【こころの健康相談】

○内容

　精精神科専門医がこころの健康問題について、ご

本人またはご家族や関係者からのご相談に応じます。

○相談例

　うつ状態、ストレス、不眠、拒食、人との交流が

難しい、ひきこもり、依存症など。

○日時

　原則毎月第２金曜日　13 時 30 分～ 15 時 30 分

　(１人１時間程度）

【各種感染症検査】

○内容

　静内保健所では、ＨＩＶ・肝炎・ＨＴＬＶ－１・

梅毒検査を行っています。感染が心配な方は、匿名・

無料で検査を受けることができます。

○日時

　原則毎月第１水曜日　

　10時 30 分～ 12 時 00 分、13 時 30 分～ 14 時 30 分

●問い合わせ先

　静内保健所　　　　　☎ 0146・42・0251

　保健福祉課保健福祉グループ健康推進係

　　　　　　　　　  　☎ 0146・47・2113

【児童扶養手当とは】

　児童扶養手当は、ひとり親家庭などの生活の安定・

自立促進のために支給される手当で、婚姻の解消や

配偶者が死亡したことでひとり親となり、子ども（18

歳に達する日以降の最初の 3 月 31 日まで、障がい

がある場合には 20 歳未満）を監護する母や父など

に支給されます。

〇支給要件

・父母が婚姻を解消した子

・父又は母が死亡した子

・父又は母が重度の障がいにある子

・父又は母が生死不明の子

・父又は母が１年以上遺棄している子

・父又は母が裁判所からＤＶ保護命令を受けた子

・婚姻によらないで生まれた子

・棄児などで父母がいるかいないかが明らかでない子

・父又は母が１年以上刑務所などで拘禁されている子

〇児童扶養手当の月額（所得に応じて変動）

・１人目　　　全部支給 48,050 円

          　　一部支給 48,040 ～ 11,340 円

・２人目以降　全部支給 11,350 円

          　　一部支給 11,340 円～ 5,680 円

【特別児童扶養手当とは】

　特別児童扶養手当は、精神または身体に障がいを

有する児童について手当を支給することにより、児

童の福祉の増進を図るために支給される手当です。

20 歳未満で、精神または身体に障がいを有する児童

を家庭で監護、養育している父母などが支給対象と

なります。

〇特別児童扶養手当の月額

　１級 ： 58,450 円　／　２級 ： 38,930 円

※障がいの状況に応じて１級または２級に区分され

ます。

児童扶養手当と特別児童扶養手当のご案内

●問い合わせ先：町民生活課子ども未来グループ児童福祉係　☎ 0146・47・2112

農業者年金現況届 - 忘れずに提出を -

P6  広報にいかっぷ　2026.6 広報にいかっぷ　2026.6 P5



　
　
　

　

人
権
権
擁
護
委
員
は
、
い
つ
で
も

地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
応
じ
て
い
る
相

談
は
、
住
居
や
生
活
に
関
す
る
こ
と
な

ど
の
家
庭
内
の
問
題
や
、
子
ど
も
や
高

齢
者
の
問
題
、
隣
近
所
の
も
め
ご
と
な

ど
、
幅
広
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
と
定
め
て
お
り
、
６
月
上
旬
は
、

皆
さ
ま
の
お
近
く
で
、「
無
料
特
設
人

権
・
困
り
ご
と
相
談
所
」
を
開
設
し

ま
す
。
困
り
ご
と
の
あ
る
方
は
、
こ

の
機
会
に
、
人
権
擁
護
委
員
へ
の
相

談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容

に
つ
い
て
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
相
談
は
無
料
で
、
む
ず
か

し
い
手
続
き
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○
日
時　

６
月
１
日
（
月
）

　
　
　
　
　

10
時
00
分
～
15
時
00
分

○
場
所　

新
冠
町
レ
・
コ
ー
ド
館

●
お
問
い
合
わ
せ
先

札
幌
法
務
局
日
高
支
局

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
５
７
０

　

主
に
民
生
委
員
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
が
、
生
活
の
こ
と
や
家
族
の
こ

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と
の
相
談

に
乗
っ
て
お
り
、
子
ど
も
に
関
す
る

こ
と
も
含
め
て
幅
広
い
相
談
に
対
応

し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
尊
重
し
、
地
域
で
も
っ
と
も

身
近
で
、
頼
り
に
な
る
相
談
相
手
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

悩
み
ご
と
が
あ
り
、
誰
か
に
聞
い

て
も
ら
い
た
い
時
な
ど
は
気
軽
に
お

声
掛
け
く
だ
さ
い
。
お
住
ま
い
の
地

域
の
民
生
委
員
児
童
委
員
が
分
か
ら

な
い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

新
冠
町
役
場
町
民
生
活
課

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
２

　

厚
生
労
働
省
は
、
生
活
扶
助
基
準

改
定
を
巡
る
最
高
裁
判
決
を
踏
ま

え
、
保
護
費
の
追
加
給
付
に
関
す
る

「
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
令
和
８
年
３

月
30
日
に
開
設
し
ま
し
た
。

　

相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
追
加
給
付

の
内
容
や
対
象
世
帯
、
現
在
生
活
保

護
を
受
給
し
て
い
な
い
世
帯
の
申
出

手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
案
内
を
行
い

ま
す
。

○
相
談
セ
ン
タ
ー
電
話
番
号

☎
０
１
２
０
・
１
７
９
・
４
４
５

　
　
　
　
　
　

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

○
受
付
時
間　

平
日
９
時
～
17
時

　

国
内
で
就
労
し
て
い
る
外
国
人
の

就
労
状
況
を
み
る
と
、
社
会
保
険
な

ど
の
未
加
入
や
適
正
な
労
働
条
件
が

確
保
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
問
題
が

散
見
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
外

国
人
を
雇
い
入
れ
る
際
は
、「
ル
ー

ル
を
守
っ
て
」
適
正
に
雇
用
し
ま

し
ょ
う
。

①
就
労
が
認
め
ら
れ
る
在
留
資
格
で

あ
る
こ
と

②
雇
入
れ
・
離
職
の
際
に
は
、
必
ず

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
出
を
行
う
こ
と

③
労
働
保
険
・
社
会
保
険
な
ど
の
加

入
を
は
じ
め
適
正
な
雇
用
管
理
を
行

う
こ
と

●
お
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
静
内

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
１
７
３
４

　

北
海
道
で
は
、
道
民
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
関
す
る
理
解
度
な
ど
を
把
握

す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ

ホ
、
携
帯
電
話
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど

か
ら
、
簡
単
に
回
答
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
ア
ン
ケ
ー
ト
方
法

　

次
の
「
Ｕ
Ｒ
Ｌ
」
か
ら
、
北
海
道

電
子
簡
易
申
請
シ
ス
テ
ム
の
ア
ン

ケ
ー
ト
回
答
フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス

の
上
、
ご
回
答
願
い
ま
す
。

【
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】

　

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
h
a
r
p
.

l
g
.
j
p
/
5
D
z
2
S
t
u
v

○
回
答
募
集
期
限　

６
月
12
日
（
金
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
保
健
福
祉
部
福
祉
局

地
域
福
祉
課
企
画
調
整
係

☎
０
１
１
・
２
３
１
・
４
１
１
１

　

札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局
や
税

務
署
に
お
い
て
、
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
税
務
職
員
を

募
集
し
ま
す
。
令
和
８
年
度
の
採
用

試
験
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
受
験
資
格

・
令
和
８
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の

・
令
和
９
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る

見
込
み
も
の

〇
申
込
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
j
i
n
j
i
-
s
h
i
k
e
n
.

g
o
.
j
p
/
j
u
k
e
n
.
h
t
m
l

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
み
が

で
き
な
い
場
合
は
、
受
験
を
希
望
す

る
第
１
次
試
験
地
を
所
管
す
る
国
税

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
受
付
期
間

　

６
月
12
日
（
金
）
午
前
９
時
か
ら

　

６
月
24
日
（
水
）
受
信
有
効
ま
で

〇
第
１
次
試
験
（
基
礎
能
力
試
験
、

適
性
試
験
、
作
文
試
験
）

９
月
６
日
（
日
）

〇
第
１
次
試
験
合
格
発
表
日

10
月
８
日
（
木
）

〇
第
２
次
試
験（
人
物
試
験
、身
体
検
査
）

　

10
月
14
日
（
水
）
か
ら
23
日
（
金
）

の
う
ち
指
定
す
る
日

〇
最
終
合
格
発
表
日　

11
月
17
日
（
火
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

浦
河
税
務
署
総
務
課

☎
０
１
４
６
・
３
０
・
１
０
０
９

　

新
冠
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
心
配
ご
と
や
困
り

ご
と
に
つ
い
て
相
談
窓
口
を
常
設
し
、

偶
数
月
に
は
専
門
の
相
談
員
に
よ
る

面
接
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

ご
相
談
の
あ
る
方
は
ご
来
所
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
要
望
に
応
じ
て

ご
自
宅
な
ど
で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

○
日　

時　

６
月
24
日
（
水
）

　

10
時
～
15
時

○
場　

所　

町
社
会
福
祉
協
議
会

○
相
談
員　

鬼
海　

将
芳　

氏

○
相
談
料　

無
料

●
お
問
い
合
わ
せ
先

新
冠
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
３
０

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
セ
ン
タ
ー
開
設
日

５
月-

25
日
（
月
）
・
27
日
（
水
）

６
月-

１
日
（
月
）
・
３
日
（
水
）

　
　
　

８
日
（
月
）・
10
日
（
水
）

　
　
　

15
日
（
月
）
・
17
日
（
水
）

　
　
　

22
日
（
月
）
・
24
日
（
水
）

　
　
　

29
日
（
月
）

○
相
談
時
間　

13
時
～
15
時

○
予
約
受
付　

平
日
10
時
～
16
時

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら

Ｆ Ａ Ｘ 送 信 連 絡 票 
 
発 信 日 
 

 
令和 ８年 ５月 ５日 

 
発 信 枚 数      

 
  本票を含め １ 枚 

 
 
 
 宛 先 
 

 
新冠町 企画課 まちづくりグループ 
広報統計係  上村 晃司 様 

          ℡ （0146）47－2498   
          FAX（0146）47－2600   

 
 
 
 
 
送 信 者 
 
 

 
 〒059-2412 
   北海道新冠郡新冠町字北星町 1番地 2 

    社会福祉法人 新冠ほくと園 
    ＴＥＬ：47-2009 ＦＡＸ：45-7000  
          
    ［担当者］ 水口 卓也 （新冠デイ内 TEL:47-3500） 

件 名 
 

５月号広報原稿について 
 

 

いつも大変お世話になっております。 
下記の原稿でお願いします。 
 

 

 

子育てで不安なことはありませんか？ 

 

 
 

新冠町字節婦町 117‐1 TEL：47-1522・FAX：47-1523 
 

新冠町子ども発達支援センター「あおぞら」 

「落ち着きがない」「言葉がでない」「お友達と仲良くできな
い」など、お子さんの育ちで気になることはありませんか？
当センターでは専門のスタッフが発達に関する相談を 
受け付けております。 
まずは、下記までお気軽にお電話ください♪ 
 

O A・文具
リバティーはしもと

平日 10：00～16：00（12：00～13：00を除く）
0146-42-8373相談予約

ダイヤル

無料
面談
電話完全

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
？

日
高
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

ひだか総合法律事務所
 弁護士 原　英士 （札幌弁護士会所属）
 弁護士 原 万里子（札幌弁護士会所属）

新ひだか町静内御幸町3-1-78-2F

　0146-43-1206
～　ご遠慮なくご相談ください　～

平日10:00～18:00 (12:00～13:00を除く)

相談

予約

新冠セレモニーハウス
葬儀一式

FAX（0146）49‐2045

新冠郡新冠町字西泊津1－6

新冠葬祭
☎ ( 0146 ) 49‐2044

24時間受付

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

札
幌
国
税
局

税
務
職
員
の
募
集

民
生
委
員
児
童
委
員
の

活
動
を
ご
存
じ
で
す
か
？

心
配
ご
と
相
談
員
に
よ
る

面
接
相
談

札幌地本キャラクター

モコ

自衛隊札幌地方協力本部
　　　　　　　　静内分駐所
☎０１４６－４４－２８５５

建設業を通じて地域に夢を与える

Ｔ 0146-45-5003 Ｆ 47-6005

新冠町大狩部９８ー１

まちを支える仕事、のぞいてみませんか？

最
高
裁
判
決
を
踏
ま
え
た

 

保
護
費
の
追
加
給
付

相
談
セ
ン
タ
ー
開
設

毎
年
６
月
は

『
外
国
人
雇
用
啓
発
月
間
』
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夜間開館のお知らせ

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。

新着ガイド
できる Gemin	 清水 理史

子どもの読書を支える図書館	 槌谷 文芳

体力がない人の仕事の戦略	 和田 秀樹

1週間でわかる戦国時代	 河合 敦

あなたはなぜ雑談が苦手なのか 	 桜林 直子

昭和・平成経済事件秘録	 大下 英治

山の仕事ガイドブック	 松見 真宏

かんたんお風呂ヨガ	 早坂 信哉

高血圧・動脈硬化	 三瀬 直文

グルテンフリーのおぼん献立	 たかせ さと美

里山	 今森 光彦

ホースペディア	 田谷 一善

レコード店の文化史	 ジーナ・アーノルド

月夜行路	 秋吉 理香子

人はなぜラブレターを書くのか	 黒住 光

風待荘へようこそ	 近藤 史恵

白露	 今野 敏

あーあ	 織守 きょうや

今月の一冊

「ほどなく、お別れです４」長月 天音 著／小学館

葬儀場「坂東会館」で働く清水美空。

坂東会館には、僧侶の里見と組み、訳

ありの葬儀ばかり担当する葬祭ディレ

クターの漆原という男性スタッフがい

た。美空は新型コロナウィルスの影響

で葬祭ディレクターの試験を受けられ

ずにいた。そんな中、美空はある大役

を任されることになるが…。映画化も

された人気シリーズ第四弾。

アニマル号（移動図書館車）運行日程

12：50～ 13：15	 認定こども園ド・レ・ミ

15：00～ 15：30	 新冠小学校

15：35～ 16：00	 町民センター前（児童館）

10：05～ 10：20	 新冠小学校

11：20～ 11：35	 おうるの郷

12：00～ 12：15	 子ども発達支援センター

12：50～ 13：15	 認定こども園ド・レ・ミ

15：00～ 15：30	 新冠小学校

15：35～ 16：00	 町民センター前（児童館）

10：40～ 10：50	 太陽郵便局

15：00～ 15：30	 新冠小学校

16：00～ 16：25	 認定こども園ド・レ・ミ

16：35～ 17：55	 町民センター前（児童館）

５月 27 日

６月 11 日

17 日

24 日

　すっかり暖かくなり清々しい季節となりました。図書プラザの中庭を下記のとおり解

放しますので、柔らかな光と風を感じながら、ゆったりとした時間を過ごしてください。

　　開 放 日：令和８年５月 23 日（土）～９月末頃まで

　　開放時間：開館日の 10 時から 17 時（天候により変更あり）

　　　　　　　※雨天、強風の場合、開放しない場合があります。

図書プラザ中庭を開放します！

新冠小学校
６年生です

ぼくと
　わたしの

夢
私の将来の夢は、

パティシエになり

たいです。理由は、

お菓子を作るのが

好きだからです。

石井　萠々香僕が大人になった

ら、皆の役に立つ

仕事をしたいです。

コンビニの店員な

ど、皆の役に立つ

仕事をしたいです。

荒川　壮

ぼくは、昔守りた

い人を守れません

で し た。 だ か ら、

人を助けられるよ

うになりたいです。

井本　崚大

※状況により運行が変更・中止となる場合があります

びっくり箱のおはなし会

定例読み聞かせ（毎月第４土曜日開催）

　５月23日（土）10：30～、６月27日（土）10：30～

赤ちゃんの絵本の読み聞かせ（毎月第４水曜日開催）

　５月27日（水）10：30～、６月24日（水）10：30～

主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

場所　図書プラザ　おはなしのへや

●問い合わせ先　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

　

『
ふ
る
さ
と
回
顧
』（
八
木
勉
著
）

に
は
新
冠
の
思
い
出
話
が
た
く
さ
ん

書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
幼
少

期
に
判
官
館
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
行
わ

れ
、
火
薬
の
爆
発
音
が
響
き
、
近
く

に
タ
コ
部
屋
が
あ
っ
た
と
記
し
て
い

ま
す
。
タ
コ
部
屋
と
は
監
禁
同
様
に

働
か
せ
た
飯
場
の
こ
と
で
、
労
働
者

を
タ
コ
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　

『
北
海
道
開
拓
殉
難
者
調
査
報

告
書
』
に
は
大
正
12
年
か
ら
の
３

年
間
に
延
べ
２
３
７
人
の
入
込
労

働
者
の
記
録
が
あ
り
、
大
正
15
年

（
一
九
二
六
）
12
月
に
高
江
駅
（
新

冠
駅
）
が
開
業
し
て
い
る
の
で
関
係

が
あ
り
そ
う
で
す
。
三
石
・
春
立
の

工
区
や
絵
笛
ト
ン
ネ
ル
周
辺
に
も
タ

コ
部
屋
ら
し
き
建
物
が
あ
っ
た
と
の

証
言
も
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
３
年
か
ら
大
型
の
蒸
気
機
関

車
を
導
入
す
る
た
め
に
軌
間
（
線

路
の
幅
）
を
７
６
２
ミ
リ
か
ら

１
０
６
７
ミ
リ
へ
改
良
工
事
を
実
施

し
、
昭
和
12
年
（
一
九
三
七
）
８
月

に
終
着
の
様
似
駅
が
開
業
し
ま
し

た
。
大
正
２
年
か
ら
着
手
し
た
日
高

全
線
１
４
６
・
５
キ
ロ
の
難
工
事
は

よ
う
や
く
完
成
し
た
の
で
し
た
。

　

昭
和
29
年
１
月
に
初
め
て
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
（
気
動
車
）
が
運

行
し
、
昭
和
33
年
７
月
に
は
待
望
の

大
狩
部
駅
が
開
業
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
27
年
１
月
の
高
潮

に
よ
り
路
盤
が
流
出
す
る
甚
大
な
被

害
と
な
り
、
復
旧
が
困
難
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
令
和
３
年
４
月
１
日
を

も
っ
て
鵡
川
～
様
似
間
の
鉄
道
は
廃

止
と
な
り
ま
し
た
。　
　

（
乾 

芳
宏
）

私の将来の夢は、

俳優と声優です。

そのために、演劇

と声真似を小３の

頃から一生懸命頑

張っています。

大西　希実

ふ
る
さ
と
探
究 

第
21
回

『
日
高
本
線
開
通
の
陰
で
』

判官館トンネルを通る蒸気機関車
（昭和 30 年代前半）図書プラザＨＰ
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【消防団員募集のお知らせ】

地域の安全を守るために、一緒に行動しませんか？

消防団で地域の安心を築きましょう！

地域の安全を守るために、あなたの力が必要です！

　　　　　　　　　　　　　 　 　　消防署新冠支署

発
行
・
編
集　

新
冠
町
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
広
報
統
計
係

発　

行　

日　

令
和
８
年
５
月
22
日

住
所　

〒
０
５
９-

２
４
９
２　

北
海
道
新
冠
郡
新
冠
町
字
北
星
町
３
番
地
の
２

電
話　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
６
０
０

広
報
に
い
か
っ
ぷ

令
和
８
年
６
月
号
（
通
巻
710
号
）

人の

うごき

人　口	 4,909 人	 （前月比	 ＋	 １人）

　男	 2,513 人	 （前月比	 ＋	12 人）

　女	 2,396 人	 （前月比	 △	11 人）

世 帯	 2,835 世帯	 （前月比	 ＋	13 世帯）
（令和８年４月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

災害出動件数

３件（２件）

８件（４件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

０人（１人）

０人（２人）

救急件数

 34件（ 21件）

120件（103件）

死　者

０人（０人）

０人（０人）

火災件数

０件（０件）

０件（１件）

発生件数

０件（１件）

０件（２件）

区　分

４月

８年１～４月

区　分

４月

８年１～４月

戸  籍  の  窓

　

第
八
十
九
話

　

　「
判
官
館
と
義
経
神
社
（
伝
説
）
」

（
要
約
文
）

　

「
義
経
神
社
」
は
沙
流
郡
平
取
町
の
郊
外
、

本
町
の
高
台
に
あ
る
。
祭
神
は
源
九
郎
判
官
義

経
公
で
あ
る
。

　

義
経
神
社
の
建
立
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か

の
説
が
あ
る
。

　

一
つ
は
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
年
）
に
、
場

所
請
負
人
（
幕
府
か
ら
行
政
を
任
さ
れ
た
商
人
）

の
山
田
文
右
衛
門
が
建
立
し
た
と
い
う
説
。

　

山
田
文
右
衛
門
は
、
天
明
期
に
当
主
が
渡
道

し
て
以
降
、
代
々
場
所
請
負
人
と
し
て
能
力
を

発
揮
し
、
日
高
の
コ
ン
ブ
産
業
を
栄
え
さ
せ
た

家
柄
で
あ
る
。
文
右
衛
門
ゆ
か
り
の
神
社
と
し

て
、
海
の
安
全
を
祈
願
し
た
「
門
別
稲
荷
神
社
」

が
あ
り
、
こ
の
神
社
に
は
か
つ
て
義
経
像
が
祀

ら
れ
て
い
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
文
右
衛
門

が
義
経
神
社
の
建
立
に
関
わ
っ
て
い
て
も
不
思

議
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。

　

二
つ
目
は
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
年
）

あ
る
い
は
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
年
）
に
、
幕

府
の
命
に
よ
っ
て
近
藤
重
蔵
ら
の
幕
使
が
義
経

神
社
を
建
立
し
た
と
す
る
説
だ
。

　

近
藤
重
蔵
は
江
戸
時
代
後
期
の
幕
臣
で
あ
り

探
検
家
で
、
幕
府
の
命
に
よ
り
北
蝦
夷
と
千
島

列
島
を
五
度
探
査
し
て
い
る
。
そ
の
道
中
で
平

取
を
通
り
掛
か
り
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
が
義
経
を

「
ハ
ン
カ
ン
（
判
官
）
カ
ム
イ
」
と
呼
び
崇
拝

し
て
い
る
の
を
知
っ
て
、
江
戸
の
仏
師
に
義
経

の
木
像
を
作
ら
せ
た
と
い
う
。
こ
れ
を
安
置
し

た
小
さ
な
祠
が
義
経
神
社
の
始
ま
り
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
義
経
神
社
は
新
冠
と
関
わ
り

が
あ
る
と
い
う
説
も
存
在
す
る
。
文
右
衛
門

あ
る
い
は
重
蔵
が
義
経
の
祠
を
建
て
た
最
初

の
場
所
は
新
冠
の
判
官
館
城
跡
で
あ
り
、
の

ち
に
今
の
平
取
の
地
に
移
し
た
と
伝
わ
っ
て

い
る
の
だ
。

　

し
か
し
、
こ
の
説
を
裏
付
け
る
だ
け
の
痕

跡
は
残
っ
て
い
な
い
。
興
味
深
い
言
い
伝
え

で
あ
る
。

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

町公式ホームページ 町公式フェイスブック

平取町の義経神社

４月６日～５月５日までの届出分（敬称略）

●おくやみ申し上げます

土居キヌヨ	 　９０歳	 中央町

羽田　幸平	 　４５歳	 節婦町

盛川小重子	 　９６歳	 古　岸

岩崎ミサオ	 １０８歳	 中央町

☆広報に掲載してほしくない方は届出の

とき、町民生活課町民生活グループ住民

係へお申し出ください。

●お問い合わせ先

町民生活課町民生活グループ住民係

　　　　　　　  ☎ 0146・47・2112


